
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸ５．１．１付属 

  ｔｉｔａｎｉｕｍ．ｔｘｔの解析 
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１．概要 

 ＭＴＥＸの初期バージョンには、解析用データが付属していたが、最新のＭＴＥＸには付属していない 

   ＭＴＥＸ５．１．１付属ｔｉｔａｎｉｕｍ．ｔｘｔをＬａｂｏＴｅｘで解析する手順を説明します。 

   又、ＥＢＳＤのような離散データを直接法（ＡＤＣ）であるＬａｂｏＴｅｘで解析する場合、 

   ＭＴＥＸのような分散処理も行ってみます。 

   

 

２．処理手順 

 ３．ＥＢＳＤデータをＬａｂｏｔｅｘで読み込むＳＯＲデータに変換 

 ４．ＬａｂｏＴｅｘで読み込む 

       ＥＢＳＤデータはｅｕｌｅｒ角度であり、ＯＤＦ上に加算される。 

 ５．分散処理 

 ６．Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 ７．極点図、逆極点図作成 

 ８．逆極点図をＥｘｐｏｒｔし、解析 

   

 ソフトウエア 

  ＥＢＳＤｔｏＯＤＦ  

ＥＢＳＤ測定データの変換 

  ＥＢＳＤデータ処理 

   ＭＴＥＸ，ＬａｂｏＴｅｘ 

  ＬａｂｏＴｅｘ解析結果のＪｏｂ／ＯＤＦファイルの分散処理 

   ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

  逆極点処理 

   ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＥＢＳＤデータをＬａｂｏｔｅｘで読み込むＳＯＲデータに変換 

 InputFileで titanium.txtを選択で表示される 

  

 しかし、物質情報が読み込まれたｔｘｔに含まれていないでの cifを選択 

  

 ＬａｂｏＴｅｘ向けＳＯＲフォーマットを選択 

  

 

 



 Ｐｈａｓｅは０のため、ＡｌｌＰｈａｓｅを選択し、Ｆｉｌｅｍａｋｅ 

  

 

 ＳＯＲデータが作成される。 

  

 

 

 

 

 

 

 



４．ＬａｂｏＴｅｘで読み込む（ＥＢＳＤホルダを作成） 

  

 ＮｅｗＳａｍｐｌｅ 

  

 SORファイル指定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



ＨｅｘａｇｏｎａｌのＡ－ｔｙｐｅを指定 

 ＭＴＥＸもＡ－Ｔｙｐｅで解析されている。 

 

Ａ－Ｔｙｐｅ 

 

 

 

 

 



ODF解析結果が表示される 

 

 

５．分散処理 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙを使用して、ＯＤＦ格子点データをｇａｕｓｓ分布の畳み込みを行う 

 データは 

 

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙに読み込む 

 

 

 

 

 



ODFの読み込み 

 

 

分散処理 

 ＯＤＦの格子点データをＧａｕｓｓ分散を行い、新たなＯＤＦデータを作成 

 以下の処理はＦＷＨＭ＝２５ｄｅｇで、範囲を±５０ｄｅｇで打ち切る 

 ＭＴＥＸでは、ＥＢＳＤデータに対しＦＷＨＭ＝２５ｄｅｇが施されている。 

  

  

 



 分散処理結果のｓａｖｅ 

  

 ＬａｂｏＴｅｘ管理下に Job02を作成し 

  

 分散処理結果の ODFファイルを作成 

 

 

 

 

 

 



 

６．Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 ＬａｂｏＴｅｘを再起動し、結晶系をＨｅｘａ選択（ＤＦ６－Ｈｅｘａ） 

 Ｊｏｂ２ＯＤＦデータの対称処理を行う 

  

 ＯｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃはＪｏｂ３に登録されている 

  

 



７．極点図、逆極点図作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．逆極点図をＥｘｐｏｒｔし、解析 

  

 

  

  


